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2017 年、日本人の平均寿命は、男性は 81.09 歳、女性は 87.26 歳でいずれも過去最高を更新して
いる（厚生労働省、2018）。また、近年は、介護などを受けずに自立した生活ができる期間として
健康寿命が注目されている。日本の健康寿命は、男女平均が 74.8 歳となっており、1 位のシンガポー
ル（76.2 歳）に次ぐ 2 位となっている（WHO、2018）。近い将来、日本は人生 100 年時代を迎える















また、わが国の女性の労働力の割合は、結婚・出産・育児期に当たる 30 ～ 40 歳代の部分が明
らかに落ち込む「M 字カーブ」が長らく特徴的であった。しかし、近年はこの傾向が薄れており、
欧米の示すような台形に近づいている。女性の就業率については、1986 年と 2016 年を比較すると、
25 ～ 29 歳では 51.9％から 78.2％に、30 ～ 34 歳では 48.4％から 70.3％に上昇している（内閣府男
女共同参画局、2017）。こうした変化の背景には、結婚・出産を経ても就業を継続する女性の増加
や未婚化などの要因があると考えられる。共働き世帯数も 1997 年以降、専業主婦世帯数を上回っ













に関心を持っていることが報告されている（内閣府、2016）。しかしながら、25 ～ 64 歳のうち大








































双方の満足感を低減させること（Kossek & Ozeki, 1998）や、仕事－学び間の葛藤は、講義への参










































ション（Work & Life Integration：W & LI）」がある。インテグレーションとは「統合」を意味す
る。2008 年に経済同友会が W & LI を「働き方と個人の生活を、柔軟にかつ高い次元で統合し、
相互を流動的に運営することによって相乗効果を発揮し、生産性や成長拡大を実現するとともに、
生活の質を上げ、充実感と幸福感を得ることを目指すもの」と定義している。ただし、W & LI は、
WLB の考え方を否定するものではなく、WLB の本来持っている相乗的でダイナミックなねらい
を表現するものとして提案されている。海外では、1990 年代終盤から学術論文において W & LI
の用語が登場し始め、2000 年代前半からさまざまな研究が展開されているが、わが国では、W & 
LI を用語として導入した研究はほとんどなされていない。






であり、企業全体では 15.9%、従業員数が 1,000 人以上の企業では 25.9% で採用されている（厚生
労働省、2018）。フレックスタイム制は、労働者が出退勤時間を調整して働くことができる制度で






中でも、ICT（Information and Communication Technology；情報通信技術）の活用は、複数の
ワ クー・ライフ・インテグレ シーョンに関する研究の現状と課題
19
生活領域や人生役割を効果的に統合させる手段であると考えられており（e.g., Valcour & Hunter, 
2005）、時間と場所の柔軟性が高いテレワークへの関心は高まっている。わが国の企業におけるテ
レワーク導入目的に関する調査結果（国土交通省都市局、2018）では、「勤務者の移動時間の短縮
（43.9% → 54.1%）」「労働生産性の向上（60.2% → 50.1%）」「勤務者にゆとりと健康的な生活の実現


























欧米ではすでに W & LI に関するさまざまな研究が展開し、議論されている（e.g., Major & 
Burke, 2013）。例えば、W & LI がもたらす利益は、役割間の移行に要する労力を減らし、柔軟性







フリクト（work family conflict: WFC; 仕事と家庭の間の役割葛藤）と正の関連性を示すことが示
されている（e.g., Kreiner, 2006；Rothbard, Phillips, & Dumas, 2005）。
しかし、必ずしも W & LI がポジティブ、分離がネガティブな結果をもたらすものではないこ
とも示唆されている。Houlfort & Bourdeau（2016）では、仕事より家庭生活を優先する分離型は
WFE へ負の、仕事から家庭へのコンフリクト（W-FC）へ正の影響を示した。しかし、家庭より





ントとコンフリクトに影響は見られなかった。Kossek, Lautsch, & Eaton（2006）も、W & LI は
F-WC の高さと関連し、分離はウェルビーイングの高さと関連することを示し、柔軟な働き方を























するか、という境界マネジメント（boundary management；Ashforth et al., 2000）の重要性も指摘
されている。
近年、わが国においても、W & LI の実現に向けた具体的な取り組みが始まっている。例えば、
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ろう。しかし、社会的要因の変革が容易ではない場合にも、個人が W & LI を意識した働き方、
生活の仕方を段階的に取り入れていくことが、ポジティブな心理的効用につながる可能性も考え
られる。人生 100 年時代において社会の情勢に飲み込まれることなく、自らのキャリアを主体的
にデザインしていくためにも、W & LI の促進とそれらに役立つ研究の展開が期待される。
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